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１

２

３

位置決め用型紙を窓枠 （額縁） にあて、 前後方向の位置を
確認し、 任意の位置で点線を切り取ります。
（右の窓枠 （額縁） には右用の型紙、 左の窓枠 （額縁） に
は左用の型紙をご使用ください。）

次にアームの位置を調整します。 まず、 アームが窓枠 （額縁） と平行になるよう調整し、
さらにアームを手前に出したとき左右のアームの先端が同じ高さになるよう、 微調整します。

７ 残りのタッピンねじを窓枠 （額縁） にドリルで下穴を
開けてから、 プラスドライバーを使ってねじを最後ま
でしっかり止めます。

８ 窓枠 （額縁） の内法幅を測ります。
スペーサー （発泡スチロール） を説明書の
基準線に合わせ、 カッター等で切ります。

９ 太パイプに切断したスペーサー ( 左側 ) を差込みます。
なお、 切断したスペーサーが 100ｍｍ以下の場合には、
細パイプの先端にセロハンテープで止めてください。

11 アームの先端に竿端部のキャッチをはめます。
（ロックがかかり、 外れないことを確認してくだ
  さい。）
反対側も同様に取り付けます。

12
次に、 細パイプと太パイプを組み合わせます。10

４ 下穴に台座の穴を合わせ、 プラス
ドライバーを使ってねじを最後まで
しっかり止めます。

５
４１１反対側の窓枠 （額縁） も 　　～　　 の

作業を同様に行います。

型紙の上端を窓枠の上角部に合わせ、 テープなどで仮止め
します。

図の１箇所をキリなどを使って印をつけ、 型紙を外します。
次に木の硬さに応じてφ2.5 ～φ3.0 のドリルで下穴を開け
ます。
注） 下穴を開けない場合、 木が割れる可能性があります。

前後方向の
位置決め

位置決め用型紙

１箇所のみ

プラスドライバー

タッピンねじ

タッピンねじ

プラスドライバー

スペーサー説明書 （この用紙）

太パイプ
細パイプ

最後に取扱説明書に従って操作確認を行って
ください。 なお、 異常のある場合は、 ご使用
にならないでください。
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太パイプ

スペーサー

スペーサー
細パイプ

セロハンテープ

（使用します。）

（使用しません。）
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